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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 37,296 12.5 6,581 2.7 6,732 3.1 4,697 6.5

29年3月期第3四半期 33,163 4.6 6,407 0.2 6,528 △1.8 4,408 △9.9

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　5,969百万円 （16.3％） 29年3月期第3四半期　　5,132百万円 （13.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 81.66 ―

29年3月期第3四半期 76.64 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第3四半期 64,648 38,537 57.9 650.49

29年3月期 60,790 33,169 52.7 557.17

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 37,418百万円 29年3月期 32,050百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00

30年3月期 ― 5.00 ―

30年3月期（予想） 6.00 11.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,400 11.6 8,600 △8.2 8,700 △7.6 6,000 △10.3 104.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 57,546,050 株 29年3月期 57,546,050 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 22,531 株 29年3月期 22,530 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 57,523,520 株 29年3月期3Q 57,524,444 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付
資料】3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１.当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、企業収益や雇
用・所得環境の改善が見られるなど、緩やかな回復基調が続きました。一方、海外においては、
中国ならびにアジア新興国経済の景気下振れリスクのほか、金融資本市場の変動リスクについて
も留意する必要があり、先行き不透明な状況が続きました。 
このようななか、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、精密化学品事業部門

が、販売数量の増加により増収となったため、372 億 96 百万円と前年同期に比べ 41 億 32 百万
円、12.5%の増加となりました。損益につきましては、経常利益は 67 億 32 百万円と前年同期に
比べ 2 億 04 百万円、3.1%の増加となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は 46 億 97
百万円と前年同期に比べ 2億 88 百万円、6.5%の増加となりました。 

 
セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

① 基礎化学品事業部門 

か性ソーダは、価格修正効果により、前年同期に比べ増収となりました。塩酸は、販売数量
の減少により、前年同期に比べ減収となりました。 
塩素系有機製品につきましては、トリクロールエチレンおよびパークロールエチレンは、販

売数量の減少により、前年同期に比べ減収となりました。 
以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、43 億 95 百万円となり、前年同期に比べ 69

百万円、1.6%の増加となりました。営業損益につきましては、原燃料費用の上昇等により、営
業損失 92 百万円となりました（前年同期は営業利益 147 百万円）。 

 
② 精密化学品事業部門 

半導体・液晶用特殊ガス類につきましては、三フッ化窒素は、販売価格は低下したものの販
売数量の増加により、前年同期に比べ増収となりました。六フッ化タングステンは、販売数量
の増加により、前年同期に比べ増収となりました。 
電池材料の六フッ化リン酸リチウムは、販売価格は低下したものの販売数量の増加により、

前年同期に比べ増収となりました。 
以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、274 億 63 百万円となり、前年同期に比べ 35

億 87 百万円、15.0%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 62 億 05 百万円
となり、前年同期に比べ 5億 70 百万円、10.1%の増加となりました。 

 
③ 鉄系事業部門 

複写機・プリンターの現像剤用であるキャリヤーは、販売数量の減少により、前年同期に比
べ減収となりました。鉄酸化物は、着色剤の販売減少により、前年同期に比べ減収となりまし
た。 
以上の結果、鉄系事業部門の売上高は、18 億 93 百万円となり、前年同期に比べ 74 百万円、

3.8%の減少となりました。営業損益につきましては、営業利益 4 億 48 百万円となり、前年同
期に比べ 67 百万円、17.6%の増加となりました。 

 
④ 商事事業部門 

商事事業につきましては、化学工業薬品の販売増加により、前年同期に比べ増収となりまし
た。 
以上の結果、商事事業部門の売上高は、17 億 20 百万円となり、前年同期に比べ 2 億 08 百

万円、13.8%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 81 百万円となり、前年
同期に比べ 36 百万円、30.9%の減少となりました。 

 
⑤ 設備事業部門 

化学設備プラントおよび一般産業用プラント建設の売上高は、請負工事の増加により前年同
期に比べ増収となりました。 
以上の結果、設備事業部門の売上高は、18 億 22 百万円となり、前年同期に比べ 3 億 41 百

万円、23.1%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 65 百万円となり、前年
同期に比べ 2億 69 百万円、80.4%の減少となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

当第 3四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金が減少した一方、投資有価証券や有形固

定資産、棚卸資産、受取手形及び売掛金が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ 38

億 57 百万円増加し、646 億 48 百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金が増加した一方、未払法人税等や借入金、流動負債のその他が減

少したことなどから 15億 11 百万円減少し、261 億 10 百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金が増加したことなどから 53 億 68 百万円増

加し、385 億 37 百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末の 52.7％から 57.9％

となりました。 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年 3月期の通期業績予想につきましては、平成 29 年 11 月 14 日付にて公表しました業
績予想を修正しております。あわせて、配当予想も修正しております。詳しくは、別途公表いた
しました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,520 8,114

受取手形及び売掛金 12,773 13,653

商品及び製品 2,567 2,734

仕掛品 3,551 3,898

原材料及び貯蔵品 2,038 2,854

その他 1,848 2,527

貸倒引当金 △17 △24

流動資産合計 33,282 33,758

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,702 6,092

機械装置及び運搬具（純額） 6,516 8,695

その他（純額） 6,669 5,808

有形固定資産合計 18,888 20,595

無形固定資産 408 499

投資その他の資産

投資有価証券 7,325 9,216

その他 890 582

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 8,211 9,794

固定資産合計 27,508 30,889

資産合計 60,790 64,648
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,908 7,558

短期借入金 4,683 6,726

1年内返済予定の長期借入金 3,869 1,907

未払法人税等 1,612 788

役員賞与引当金 96 51

その他 4,474 3,702

流動負債合計 21,644 20,735

固定負債

長期借入金 3,926 3,129

役員退職慰労引当金 113 119

退職給付に係る負債 1,664 1,688

その他 273 438

固定負債合計 5,977 5,375

負債合計 27,621 26,110

純資産の部

株主資本

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,816 1,829

利益剰余金 25,169 29,292

自己株式 △12 △12

株主資本合計 29,851 33,986

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,257 3,378

為替換算調整勘定 50 132

退職給付に係る調整累計額 △108 △79

その他の包括利益累計額合計 2,199 3,431

非支配株主持分 1,118 1,119

純資産合計 33,169 38,537

負債純資産合計 60,790 64,648

決算短信（宝印刷） 2018年02月13日 14時58分 2ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）

関東電化工業㈱（4047）平成30年3月期　第3四半期決算短信

5



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 33,163 37,296

売上原価 21,872 25,565

売上総利益 11,291 11,730

販売費及び一般管理費 4,884 5,148

営業利益 6,407 6,581

営業外収益

受取利息 9 5

受取配当金 139 153

デリバティブ評価益 － 50

試作品等売却代 81 18

その他 92 130

営業外収益合計 323 358

営業外費用

支払利息 119 87

為替差損 54 77

その他 28 43

営業外費用合計 202 208

経常利益 6,528 6,732

特別損失

固定資産除却損 118 109

特別損失合計 118 109

税金等調整前四半期純利益 6,409 6,623

法人税等 1,903 1,927

四半期純利益 4,505 4,695

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

97 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,408 4,697
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 4,505 4,695

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 988 1,156

為替換算調整勘定 △405 88

退職給付に係る調整額 44 29

その他の包括利益合計 627 1,274

四半期包括利益 5,132 5,969

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,022 5,929

非支配株主に係る四半期包括利益 110 40
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用い

て税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって計算し

ております。

　

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 4,326 23,876 1,967 1,512 1,481 33,163 － 33,163

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

820 96 71 2,644 2,077 5,710 △5,710 －

計 5,147 23,972 2,039 4,156 3,558 38,874 △5,710 33,163

セグメント利益 147 5,634 381 117 334 6,616 △209 6,407

(注) １．セグメント利益の調整額△209百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 4,395 27,463 1,893 1,720 1,822 37,296 － 37,296

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

891 122 72 2,919 2,034 6,041 △6,041 －

計 5,287 27,585 1,966 4,640 3,857 43,337 △6,041 37,296

セグメント利益又は
損失(△)

△92 6,205 448 81 65 6,709 △127 6,581

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△127百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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